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技能労務職員等の給与等の見直しに向けた取組方針  

 

山口県防府市 

令和７年４月  

１ 現状  

 (1) 職種ごとの人数、平均年齢、平均給与等及び民間従業員データ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※民間のデータは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用している。 

（令和３年～５年の３ヶ年平均） 

※技能労務職の職種と印鑑の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に   

一致しているものではない。 

※「平均給料月額」とは、令和６年４月１日における職種ごとの職員の基本給の平均。 

※「平均給与月額(Ａ)とは、平均給料月額と月ごとに支払われることとされている全手当の額を合計し   

たものである。 

※「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等  

を除いたもの）で算出している。 

※類似団体の職員数は、一般市類型「Ⅲ‐２」３１団体の平均 

※年収ベースの「公務員(Ｃ)」及び「民間(Ｄ)」のデータは、それぞれ平均給料月額を１２倍したもの  

に、公務員においては前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては、前年に支給された年間   

賞与の額を加えた試算値である。 
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(2) 年齢別職員数及び平均給与  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※データは令和６年４月１日のもの。 

※表の上段は人数（単位：任）、下段は平均給与（単位：百円） 

※対象となる人数が２人未満の場合は個人情報保護の観点から、平均給与の欄をアスタリスク（＊）と    

している。 

 

 ( 3 ) その他給与に関する事項 

   ア 給料表 

     令和７年４月１日以降採用の技能労務職員については、国家公務員の行政

職俸給表(二)を適用 

既存の技能労務職員については、技能労務職給料表（国家公務員の行政職俸

給表(一)の１級～４級を合成したもの。４級制）を適用 

    

   イ 技能労務職員に係る特殊勤務手当 

    

 

 

 

 

 

    

    ※データは、令和７年４月１日のもの。 

 

   ウ 昇給基準 

       毎年４月１日に前一年間の勤務成績に応じて、４号給（55 歳を超える場合は

２号給）を標準として昇給 

  

手当の種類 手当の支給を受ける者の範囲

一日 700円

半日 350円

衛生現業手当二号 一回 600円
焼却炉内又は破砕処理機内の清掃、点検、補修、灰出し作業又は不燃物等の除去作業に

従事した職員

衛生現業手当三号 一件 300円 犬猫等の死体処理作業に従事した職員

手当の額

衛生現業手当一号 し尿・ごみの収集作業、葬儀業務又は廃棄物処理施設の機械操作に従事した職員
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２ 基本的な考え方  

技 能 労 務 職 員 に つ い て は 、 第 ３ 次 行 政 改 革 前 期 計 画 に 基 づ き 民 間 委 託 等 の 推

進 や 事 業 の 見 直 し を 進 め て お り 、一 部 の 職 種 を 除 き 、退 職 者 不 補 充 と し て い る 。 

給 与 に つ い て は 、 国 家 公 務 員 や 他 の 地 方 公 共 団 体 、 民 間 の 類 似 職 種 と の 均 衡

に 留 意 し 、 よ り 適 正 な 運 用 に 取 り 組 ん で い く 。  

 

 

３ 具体的な取組内容  

給 料 表 に つ い て は 、 技 能 労 務 職 給 料 表 （ 国 家 公 務 員 の 行 政 職 俸 給 表 (一 )の １

級 ～ ４ 級 を 合 成 し た も の 。 ４ 級 制 ） を 適 用 し て い た が 、 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 以 降

採 用 の 技 能 労 務 職 員 に つ い て は 、 国 家 公 務 員 の 行 政 職 俸 給 表 (二 )を 適 用 す る こ

と と し た 。  

 

 

４ その他  

ごみ収集業務については、市としての廃棄物処理責任を適正に果たすとともに、

災害時のごみ対策など、緊急時の機動的な対応力を確保するため、市職員による一

定の収集体制を堅持する必要があることから、採用を再開した。 


